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（単位：千円）

区　　分 分　　　　　　野 金　額 主　　な　　事　　業　　内　　容

外国青年招致事業 ( 交流推進課 ) 70,397
国際交流員（ＣＩＲ）13人を招致（韓国5人、中国2人、ロシア1人、英語圏
2人、モンゴル1人、台湾2人）

派遣研修費 ( 職員課 ) 12,586

職員の海外研修派遣
・自治体国際化協会海外事務所　１名（ソウル事務所）
・吉林省への派遣　１名（東北師範大学）
・海外派遣者事前語学研修　３名
　（吉林省、江原道、ロシア公館）

第13回北東アジア地域国際交流・協力地
方政府サミット参加事業

( 交流推進課 ) 2,727
ロシア・ウラジオストクで開催される第13回北東アジア地域国際交流・協
力地方政府サミット（9月頃）及びその準備会議（5～6月頃）に代表団を派
遣する。

北東アジア地域自治体連合総会参加事業 ( 交流推進課 ） 739
中国山東省済南市で開催される北東アジア地域自治連合総会（9月頃）及び
韓国慶尚北道で開催される常設事務局実務者ワークショップ（8月頃）に参
加する。

第１４回環日本海拠点都市会議開催支援
事業

( 交流推進課 ） 3,462
米子市が開催する第14回環日本海拠点都市会議について、その開催を支援
する。
開催時期：8月26日～29日　場所：米子コンベンションセンターほか

経済・雇用
北東アジア地域国際交流・協力地方政府
サミット関連事業

( 産業開発課 ) 4,070
サミットの経済分野における事業として「経済協議会」に参加し4地域と経
済交流について意見交換・提言を行うとともに、「北東アジア輸出商談
会」に参加し、経済交流を行う。

環日本海圏観光交流促進事業 ( 観光課 ) 14,613

①東アジア地方政府観光フォーラム（ＥＡＴＯＦ２００８）
　・実務者会議（開催地：モンゴル・中央県、時期：未定）
　・本　 会 　議（モンゴル･中央県、時期：７月）
②東アジア文化芸術等交流事業
　・ＥＡＴＯＦ開催に併せて県内の伝統芸能を披露し、文化芸術の交流を
行う。
③中国北方旅遊交易会
　・開催地：中国・吉林省、開催時期：６月

外国人観光客誘致対策事業 （ 観光課 ） 3,250

・中国地方国際観光ビジネスフォーラム
　　中国５県が連携して海外から旅行業者・マスコミを招き、視察ツアー
を実施すると
　　ともに、域内観光関係業者との商談会を開催。
　　（時期：H20.秋、鳥取県開催を予定）

外国向け旅行情報資料等作成事業 ( 観光課 ) 5,078・外国語版観光マップ印刷費（英語･韓国語・中国語・台湾語）

国際航空便利用促進費（チャーター便） （ 交通政策課 ） 4,048
・鳥取、米子の各利用促進懇話会を通じた、国際チャーター便運航会社に
対する運航経費支援。平成20年より台湾とのプログラムチャーターに加
え、他空港との連携についても支援の対象とする。

女性・青少年・子供 男女共同参画社会づくり推進事業 (
男女共同参画
推進課

) 300

第4回環日本海女性指導者交流会への参加
　韓国江原道・中国吉林省・モンゴル中央県・ロシア沿海地方の女性団体
及び公務員の代表者と女性施策に係る意見交換を行う。
　　開催地：中国吉林省
　　開催時期・派遣人数：未定（平成19年韓国江原道開催時　10月・12
名）

県立学校裁量予算事業（学校独自事業・
国際交流関係）

(
教育環境課
高等学校課

) 21,711

①海外研修旅行を13校（うち、1校は2地域）が実施。
　　［韓国：7校、中国：3校、台湾：1校、その他：3校］
②海外の交流校との学校間交流を11校（うち、2校は2地域）が実施。
　　［韓国：7校、中国：1校、その他：5校］
③学校交流の一環として、交流校の教員を相互派遣する。
　　［鳥取東：中国、鳥取西：韓国］
④青谷高校が、交流校2校（韓国、中国）を招き「日中韓高校生国際シンポ
ジウム」を開催。
　　また、台湾の高校とインターネットを利用したテレビ会議を実施
⑤境港総合技術高校が航海先のオーストラリアの寄港地で現地の高校と交
流

外国語教育改善指導費 （ 高等学校課 ） 123,538
外国語教育の充実を図るため、県立学校に語学指導等を行う外国語指導助
手（ＡＬＴ）を配置する（24人）

スポーツ国際交流員招致事業 (
スポーツ
センター

) 5,802
特定スポーツ種目（ホッケー）の活動を行うスポーツ国際交流員（ＳＥ
Ａ）をオーストラリアから1名招致。

北東アジア学術交流支援事業 (
青少年・
文教課

) 4,000
北東アジア地域の長期的な共同発展のための調査研究を県内高等教育機関
等に委託する。

図書交換事業 ( 図書館 ) 871
河北省図書館、春川市立図書館、ロシア沿海地方ゴーリキー図書館・児童
図書館と図書を交換（各国60冊送付）

環日本海圏美術作品展示会 （ 文化政策課 ) 1,222

　第１３回北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミットと併催される
第１１回環日本海５地域美術作品展示会に美術作品を出品するとともに、
代表団を派遣し、各地域の美術家との交流を促進する。
①作品展示（開催時期：未定、開催地：ロシア沿海地方、出品数：各地域
１５点）
②参加地域（日本鳥取県、韓国江原道、中国吉林省、モンゴル中央県、ロ
シア沿海地方）
③代表団派遣（期間：６泊７日、人数：３名）

鳥取県ソウル駐在員活動事業 （ 交流推進課 ） 4,766本県の韓国での活動を支援するソウル駐在員の活動費

「話してみよう韓国語」鳥取大会開催事
業

( 交流推進課 ) 920

国際理解の推進に高い効果がある外国語学習を支援するため、鳥取県との
交流が活発な韓国に関心のある韓国語初級学習者に参加を広く呼びかけ、
韓国ドラマの一場面の台詞をアレンジして韓国語で発表するなどの工夫を
凝らしたコンテストを開催する。
（場所：県内、時期：12月頃、発表者22組程度）
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経済・雇用 北東アジア地域産業技術交流事業 ( 産業開発課 ) 480

平成20年6月を目途に、韓国江原道で開催される「第1回北東アジア地方政
府共同産業技術交流フォーラム」に出席し、鳥取県が持ち合わせていない
技術について、韓国、中国から取り入れ、鳥取県内の企業支援に活用す
る。（時期：平成20年６月ごろ、派遣人数：10人程度）

外国人観光客誘致対策事業 （ 観光課 ） 41,810

・韓国国際観光展への参加（時期：６月、参加者５名程度（県・民間））
・韓国旅行エージェント招致
・韓国マスコミ招致
・韓国広報宣伝
・環日本海圏貨客船誘致対策　など

国際航空便利用促進費（定期便） ( 交通政策課 ) 90,793
・アシアナ航空に対する運航経費支援
・「米子－ソウル国際定期便利用促進実行委員会」を通じた利用促進事業
の実施

職員派遣・受入等 韓国江原道との教員交流事業（受入） ( 小中学校課 ) 2,232
韓国江原道の教職員を受け入れて、鳥取県の教職員と教育問題等について
情報交換を行い、相互理解や友好を深める。
（時期：6月～7月頃、派遣人数：10名）

情報発信 韓国交流推進費 ( 交流推進課 ) 5,683
江原道との職員相互派遣（1名）、日韓友好資料館での企画展示、第10回日
中韓３か国地方政府交流シンポジウム参加（4名）など

経済・雇用 技能向上対策費 ( 労働雇用課 ) 850

韓国江原道で開催される技能競技大会の視察（平成20年4月）
　参加者　国際交流員　　　　：1名
　　　　　県労働雇用課担当者：2名
　　　　　県職業能力開発協会：1名
　　　　　技能士会　　　　　：5名

外国人観光客誘致 マンガ王国とっとりPR事業 ( 観光課 ) 2,967
・「春川アニタウンフェスティバル」への出展（時期：９月上旬、場所：
韓国春川市）

女性・青少年・子供
韓国江原道との児童生徒交流事業（派
遣）

（ 小中学校課 ） 2,481
鳥取県の児童生徒を派遣し、韓国江原道の児童生徒との交流を行い、相互
の理解と友好を深めるとともに、国際感覚の豊かな児童生徒を育成する。
（時期：10月頃、受入人数：26名（引率含む））

環境・農林水産
衛生環境研究所発信事業（鳥取県・江原
道環境衛生学会）

(
衛生環境
研究所

) 2,538
環境衛生分野の学術交流を目的とした研究発表会を交互に実施。（開催
地：鳥取県、時期：9月頃、江原道来県者数：7人）

日韓家庭・地域教育交流事業 (
家庭・地域
教育課

) 548

ＰＴＡ韓国交流事業（平成14～19年）で培ってきた両国の保護者等の友好
の絆をより強固なものとし、過去３回の相互交流で明らかになった両国の
家庭や地域が抱える根幹的な諸課題について、解決に向けての参考とする
ため、両県道において、交流を深めながらテーマを絞った公開シンポジウ
ムを開催する。（平成20年派遣、平成21年受入）
○開催日・場所：平成20年8月～10月頃、韓国江原道内
○派遣者：9名
（保護者、子育て関連ＮＰＯなど県民7名、随行2名）

江原道教育庁との教育交流事業 （ 教育総務課 ） 2,038

江原道教育庁を訪問し、学校間交流や児童生徒・教員の交流など各種交流
事業について意見交換を行うとともに、情報交換を行う。（時期：未定、
人数：7名）
年度初めに向けて交流事業の詳細を検討する実務者レベルでの協議団を受
入れる。（時期：1月、人数：5名）

鳥取県・江原道生涯スポーツ交流事業 (
スポーツ
センター

) 4,109
鳥取県民スポーツ･レクリエーション祭に江原道の生涯スポーツ選手団を受
け入れる。（時期：10月、受入人数：37名）

日韓スポーツ交流事業 （
スポーツ
センター

） 2,431
（財）鳥取県体育協会が江原道選手団（高校生）を受け入れ、4種目の交流
試合を行う。（時期：11月上旬、場所：鳥取市、受入人数：38名）

博物館交流事業 （ 博物館 ） 10
韓国江原道国立春川博物館と図書の交換などの情報交換を行う。
道立を中心とした博物館の情報収集中

鳥取県文化団体連合会国際交流支援事業 ( 文化政策課 ) 2,805

　鳥取県文化団体連合会の加盟団体が、江原道の文化団体等と交流を行う
事業に対して助成する。また、鳥取県と江原道の今後の文化芸術交流を更
に発展させるため、両県道の文化団体トップが協議する。
○鳥取県・江原道書道交流展
　（場所：江原道、時期：５月、派遣：５名）
○第５回鳥取県・韓国江原道写真交流事業
　（場所：江原道、時期：未定、派遣：５名）
○第６回鳥取県・韓国江原道交流美術展
　（場所：江原道、時期：未定、派遣：５名）
●交流協議
　（場所：江原道、時期：８月、派遣：５名）

国際文化交流事業（江陵国際青少年芸術
祝典派遣事業）

（ 文化政策課 ） 3,544

　韓国江原道で開催される「江陵国際青少年芸術祝典」に本県の青少年を
派遣し、伝統芸能等を披露するとともに各地域の青少年と交流し、相互理
解を図る。
①開催場所：江原道江陵市、開催時期：８月２日(土）～５日（水）
②派遣予定：高校の伝統芸能クラブ２０名（団員１６、随行教員２、交流
員１名、県職員１名）

青谷上寺地遺跡出土品調査研究等事業 (
埋蔵文化財
センター

) 1,077
青谷上寺地遺跡の特徴である交流の実態を把握するため、海外（主に韓
国）の出土遺物、遺跡立地環境等との比較研究を行う

日韓水産科学技術協力推進事業 ( 水産課 ) 3,167
水産分野における協力関係を構築するため日韓水産セミナーを鳥取県で開
催。（平成20年5月）

江原道交流事業 ( 生産振興課 ) 1,270
韓国版環境保全型農業の実態調査（制度、流通、販売）
時期：未定、場所：江原道（江原道庁、試験場、生協、江原大学校）ほか

福祉 日韓保育研修事業 (子ども家庭課 ) 1,585

鳥取県子ども家庭育み協会が訪韓し、江原道保育情報センター等子育てや
保育研究機関との間で行う研究交流事業に要する経費に対して助成する。
　助成先：鳥取県子ども家庭育み協会
　訪韓予定者：鳥取県子ども家庭育み協会々員等　２２名
　実施時期：平成２０年１０月（予定）
　主な研修内容：保育所における外部評価、韓国における保育内容等

韓国（江原道）、中国（吉林省） 職員派遣・受入等 自治体職員協力交流事業 ( 交流推進課 ） 7,431
韓国江原道から1名（福祉保健又は環境分野）、中国吉林省から1名（商工
分野）の計2名の研修生を受け入れる。

韓国

外国人観光客誘致

韓国（江原道）

歴史・文化・芸術・教育
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中国 福祉 日中療育技術交流事業（JICA事業） (
総合療育
センター

) 802

医師及び療法士の派遣及び受入れを行い、専門的知識や技術の提供を行
い、脳性麻痺を中心とする療育技術の向上に寄与する。
（受入　期間：約1ヶ月　医師1名、療法士1名）
（派遣　期間：10日程度　医師1名、療法士1名）

幅広い交流協議 吉林省友好交流推進費 ( 交流推進課 ） 937中国吉林省との交流を推進するため、交流協議団の派遣等を行う。

経済・雇用 環日本海経済交流推進事業 ( 産業開発課 ) 2,860
吉林省で開催される中国吉林・北東アジア投資貿易博覧会へ参加し、県内
企業と現地企業との交流を行う。

中国（吉林省、黒竜江省） 歴史・文化・芸術・教育
新鳥取県史編さん事業（鳥取県の満蒙開
拓移住に関する調査）

(
総務課・県史
編さん室

) 474

昭和10-20年代に行われた鳥取県民の満蒙開拓移住の歴史に関する現地調査
・調査内容
　吉林省・黒竜江省の旧満蒙開拓団入植地・青少年義勇軍訓練所跡の現地
調査と聞き取り、档案館資料の閲覧、遼寧省内の引き揚げ関連施設（撫
順、葫蘆島）の視察
・日程　  8月上旬
・調査者　県史編さん委員、室職員　2名
・予算　　委員旅費・報酬1名、普通旅費1名、現地車両借上料、通訳料

幅広い交流協議 河北省友好交流推進費 ( 交流推進課 ) 2,388
中国河北省との交流を推進するため、子ども卓球交流団の派遣（8月頃）、
交流協議団の受入（9月頃）等を行う。

歴史・文化・芸術・教育 博物館交流事業 ( 博物館 ) 714

当博物館から中国河北省博物館を訪問し、今後の交流について意見交換を
行うとともに現在建設中の河北省博物館新館を視察する。
　　派遣人数　　3名（職員2名・国際交流員1名）
　　訪問時期　　未定、4泊5日

情報発信 台中県における「鳥取週間」事業 ( 交流推進課 ） 3,604

鳥取県と交流している台中県で、「鳥取週間（仮称）」と銘打った鳥取県
を集中的にPRする期間を設けて集客及びPRを行い、台湾における鳥取県の
認知度を高める。
期間：8～9月の1週間程度
内容：オープニングセレモニー、鳥取県と台中県の交流の歩み展、「鳥取
週間」広報、「鳥取週間」訪問団派遣等

マンガ王国とっとりPR事業 ( 観光課 ) 3,687・「漫画博覧会（台湾）」への出展（時期：８月中旬、場所：台北市）

外国人観光客誘致対策事業 （ 観光課 ） 7,990

・台北国際旅行博への参加（時期：１１月、参加者５名程度（県・民
間））
・台湾旅行エージェント等招致
・台湾マスコミ招致　など

女性・青少年・子供
幅広い交流協議

台湾交流推進事業 ( 交流推進課 ） 4,737
台湾台中県との交流を推進するため、鳥取県青少年交流団の派遣（7～8
月、6日間）、交流協議団の派遣（9月頃）を行う。

歴史・文化・芸術・教育
国際文化交流事業（台中大甲媽祖国際観
光フェスティバル派遣事業）

（ 文化政策課 ） 2,388

　台湾台中県で開催される「台中大甲媽祖国際観光フェスティバル」に本
県の青少年を派遣し、伝統芸能等を披露するとともに各地域の青少年と交
流し、相互理解を図る。
①開催場所：台湾台中県内大甲鎮瀾宮ほか各箇所、開催時期：３月下旬～
４月中旬
②派遣予定：高校の伝統芸能クラブ１４名（団員１０、随行教員２、交流
員１名、県職員１名）

ロシア（沿海地方） 歴史・文化・芸術・教育 鳥取県・ロシア沿海地方友好推進事業 ( 交流推進課 ) 1,836
ロシア沿海地方との交流を推進するため、鳥取県バトミントン協会青少年
交流団の派遣（８月上旬、６日間）、ウラジオストクバドミントン協会団
の受入（４～５月、６日間）等を行う。

幅広い交流協議 モンゴル中央県交流推進事業 ( 交流推進課 ) 1,437
モンゴル中央県との交流を推進するため、交流協議団の派遣、行政実務研
修生の受入（12月、1週間程度）等を行う。

国際協力 海外協力推進事業 ( 交流推進課 ） 4,791

国際協力の一環として、モンゴル中央県の農業指導研修生の受入（4月下旬
～6月下旬、2か月程度）及び研修のフォローアップを目的とした農業専門
家の派遣（6月下旬、1週間程度）を行う。また、医療関係者及び栄養士を
派遣し、現地の医療技術、病院での食事管理状況等を把握し、平成21年か
らの医師受入研修につなげる。

職員派遣・受入等 ブラジル日本語指導員派遣事業 ( 交流推進課 ) 3,369第二アリアンサ鳥取村へ日本語指導員を派遣する（1人、1年）

幅広い交流協議 ブラジル移民百周年記念事業 ( 交流推進課 ) 8,141
ブラジル移民百周年を記念し開催される記念祭への訪問団を派遣すると供
に、県内で記念講演会及び資料展示を行う。

ブラジル交流促進事業（中堅リーダー派
遣）

（ 交流推進課 ） 1,492
ブラジルの鳥取県人会との交流の継続・発展を目的に、県人会中堅リー
ダーの派遣を行う（2人、10日間）。

ブラジル交流促進事業（研修員受入） （ 交流推進課 ） 4,129
ブラジル在住の本県出身子弟に対して、本県での研修の機会を与えること
を目的に、技術研修員して招聘する（1人、10カ月）

ブラジル交流促進事業（留学生受入） ( 交流推進課 ) 3,905
ブラジル在住の本県出身子弟に対して、本県での修学の機会を与えること
を目的に、県費留学生として招聘する（1人、1年）。

地域の国際化推進 鳥取県国際交流財団助成事業 （ 交流推進課 ） 48,386(財)鳥取県国際交流財団への助成（人件費、事業費）

情報発信 国際交流推進費 （ 交流推進課 ） 17,573
世界とっとりファンクラブの管理運営（会員への情報提供、アンケート実
施）

中国（吉林省）

中国（河北省）

台湾

外国人観光客誘致

その他

モンゴル（中央県）

ブラジル

国際協力


